
9．産業と教育の連携

北川村のような中山間地が永続していくためには、産業の構築と教育環境の整備を両輪で進めていくことが重要である。
北川村では、15年間一貫教育を掲げた子育て・教育ビジョンを令和２年に策定し毎年改定を重ねているが、今年度はビジョン
の中にマスタープランを策定し、今後５年間の方針を策定し、魅力的な子育て教育環境の構築に向けた道筋を決定する予定。

15年⼀貫教育で⽬指したい姿 現状の取組 マスタープラン構築に向けて

企業と連携し、中学⽣が スマート農業の取組を村の⼦どもたちも体験
ゆず⽯鹸を開発

公設公営塾「エソラ」でのチャレンジ
（マルシェ、農業プロジェクト）

30年、50年先にも魅力的な教育環境を維持し、

子どもたちの将来の選択肢の１つとして農業も
視野に入る北川学を中心とする15年一貫した教
育システムを構築

（例）中山間地域の実情に応じた運営ができる
15年間一貫した新しい仕組みを新設

（既存の制度では対応できない部分については国や県に要望）
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ご清聴ありがとうございました！


